
見える！ 動く！ 創り出す！

本会議等は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点等から、日程など変更
になる場合がありますので、ご理解、ご協力をお願いします。
変更になった場合は、国立市議会ホームページでお知らせしますのでご確認ください。!
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議会運営
委員会

本会議
初　日

本会議
最終日

本会議　 一般質問

本会議
一般質問 常任委員会

第11号議案▶▶▶３面に結果
令和３年度国立市一般会計補正予算(第９号)案が賛成多数で可決されました。
（証明書コンビニ交付システム再構築委託料、保育士等処遇改善臨時特例交付金ほか）

第21号議案▶▶▶３面に結果
令和４年度国立市一般会計補正予算(第1号)案が全会一致で可決されました。
（新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金給付事業費、自宅待機者等生活支
援事業費）
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初日の締切:5月27日㈮　最終日の締切:6月16日㈭手話通訳の
申込締切 ※�本会議の初日と最終日に、手話通訳者を配置して

います。手話通訳を希望される方は、右のＱＲ
コードより、国立市議会ホームページ「令和4年
第2回定例会の手話通訳の申し込みについて」を
ご覧ください。

請願・陳情
の提出締切 5月27日㈮正午までに議会事務局へご持参ください。

クニタチッタ

第１号議案▶▶▶２面に詳細
くにたち未来共創拠点矢川プラス条例案が全会一致で可決されました。

本会議、常任委員会及び予算・決算特別委員会は、インターネット中継（ライブ・録画）を行っています。どうぞ、ご覧ください。
－この広報紙は再生紙を使用しています－

国立市議会　中継

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10 時開会の予定です。

第2回定例会の日程（予定）

令和4年1月31日、議員研修会を行いました。（8面に報告）
内容：「ハラスメントなぜ起きる、どう対処する」

～なぜ市議会はハラスメントに取り組まなければならないのか～

第８号議案▶▶▶３面に結果
国立市しょうがいしゃ施策推進協議会条例の一部を改正する条例案が全会一致で可決
されました。

第16〜20号議案▶▶▶４面・５面に詳細
令和４年度国立市一般会計・各特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）・
公営企業会計（下水道事業）の予算案が可決されました。

陳情第５号▶▶▶２面に詳細
デフリンピック東京開催を求める意見書に関する陳情が全会一致で採択されました。

議員提出第1号議案▶▶▶３面に結果
国立市議会会議規則の一部を改正する規則案が全会一致で可決されました。
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　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。 国立市議会 検索

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
第
13
条
の
禁
止
条
項
で
物
品
販
売
等
と
あ
る

が
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
場
合
は
ど
う
か
。

Ａ
申
請
段
階
で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
物
品
販

売
等
に
つ
い
て
も
相
談
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る
イ
ベ

ン
ト
の
一
環
と
し
て
行
う
物
品
販
売
は
承
認
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
く
に
た
ち
未
来
共
創
拠
点
矢
川
プ
ラ
ス
と
い

う
名
称
に
込
め
た
思
い
は
。

Ａ
未
来
と
い
う
の
は
、
自
分
自
身
の
未
来
、
子

ど
も
の
未
来
、
ま
ち
の
未
来
を
描
い
て
い
く
場

所
で
あ
る
と
い
う
思
い
で
未
来
と
し
て
い
る
。

Ｑ
「
共
創
」
と
は
何
か
。

Ａ
多
様
な
人
が
、
多
様
な
場
で
交
わ
り
、
共
に

ま
ち
を
つ
く
る
。
矢
川
プ
ラ
ス
は
、
そ
の
拠
点

で
あ
る
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

Ｑ
こ
の
施
設
を
活
用
し
て
、
子
ど
も
と
高
齢
者

が
共
に
創
り
上
げ
て
い
く
事
業
の
考
え
は
。

Ａ
多
世
代
の
交
流
及
び
居
場
所
づ
く
り
、
子
ど

も
と
高
齢
者
が
交
流
す
る
事
業
、
共
に
創
っ
て

い
く
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
幼
児
教
育
の
推
進
と
は
何
か
。

Ａ
く
に
た
ち
子
ど
も
の
夢
・
未
来
事
業
団
と
協

定
を
結
び
、
幼
児
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
る
。
矢
川
プ
ラ
ス
で
は
、
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
を
予
定
し
、「
こ
こ
す

き
！
ひ
ろ
ば
」の
拡
充
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
矢
川
プ
ラ
ス
の
近
隣
に
は
東
京
女
子
体
育
大

学
が
あ
る
が
、
連
携
は
。

Ａ
連
携
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
矢
川
プ
ラ

ス
の
事
業
協
力
も
相
談
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
新
た
な
収
入
増
と
い
う
点
か
ら
、
前
向
き
な

検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
多
目
的
ル
ー
ム
な
ど
の
予
約
方
法
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済

が
で
き
る
形
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
矢
川
プ
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
の

回
遊
性
を
高
め
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ
様
々
な
市
内
施
設
と
連
携
し
な
が
ら
、
市
全

体
に
広
が
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
た
い
。

Ｑ
市
は
ど
の
よ
う
に
事
業
に
関
わ
る
の
か
。

Ａ
管
理
運
営
は
指
定
管
理
者
だ
が
、
仕
様
を
つ

く
り
、
決
定
す
る
の
は
市
で
あ
る
。

Ｑ
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
中
学
生
や
高
校
生
、

大
学
生
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
は
。

Ａ
子
ど
も
た
ち
自
身
が
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
て
、
そ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
子
育
て
支
援
付
き
自
動
販
売
機
の
よ
う
な
も

の
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
可
能
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
地
域
で
活
動
す
る
高
齢
者
に
聞
く
と
、
活
動

場
所
が
な
い
と
聞
く
が
。

Ａ
指
定
管
理
の
検
討
部
会
で
市
職
員
が
検
討
し

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
地
域
包
括
の
担
当
者

も
い
る
。
高
齢
者
の
知
恵
や
経
験
を
生
か
し
た

新
し
い
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
地
域
で
子
育
て
を
応
援
す
る
観
点
が
必
要
と

考
え
る
が
、
矢
川
プ
ラ
ス
は
そ
の
よ
う
な
場
と

な
る
の
か
。

Ａ
矢
川
プ
ラ
ス
の
隣
に
は
矢
川
保
育
園
が
あ
る
。

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
公
開
し
、
そ

れ
を
見
て
周
り
が
元
気
を
も
ら
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
交
流
は
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成　
赤
ち
ゃ
ん
、
子
ど
も
、
若
者
、
高
齢
者

と
多
様
な
世
代
が
集
い
、
交
流
し
合
え
る
新
た

な
拠
点
が
生
ま
れ
る
。

賛
成　
子
ど
も
の
夢
の
施
設
を
様
々
な
規
則
で

制
約
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
の
熱
い
思
い

を
伝
え
な
が
ら
施
設
を
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
。

賛
成　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
【
市
長
】
ぜ
ひ
、
お
話
を
し
た
い
と
思
う
。

ご
要
望
と
し
て
何
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
と
す
る
し
ょ
う
が
い
者
の

方
々
が
、
ど
こ
に
バ
リ
ア
が
あ
る
の
か
、
問
題

を
丁
寧
に
聞
き
取
り
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

採
択　
各
々
の
身
体
機
能
等
の
個
性
に
応
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
の
励
行
は
、
全
て
の
人
に
開
か
れ
て

い
る
べ
き
で
、
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
あ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催

に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
と
考
え
る
。

採
択　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
で
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

様
々
な
方
々
が
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
と
の
接
し

方
を
学
び
、
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。

採
択　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
内
認
知
度
は

11
・
２
％
で
、
国
民
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
現

実
が
あ
る
。
東
京
開
催
の
た
め
応
援
し
た
い
し
、

実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

採
択　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

同
ル
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
点
か
ら
、
競
技
性
の

保
障
の
課
題
克
服
に
向
け
て
自
治
体
が
進
め
て

い
く
こ
と
、
ま
た
、
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
か

ら
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

採
択　
健
常
者
中
心
の
社
会
か
ら
、
合
理
的
な

配
慮
を
す
る
の
が
当
た
り
前
の
社
会
へ
と
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
き
っ
か
け
と
し

て
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
は
、
大
変
意

義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

採
択　
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
災
害
時
に
は
安
心
し
て
逃
げ
ら
れ
る
、

ス
ポ
ー
ツ
に
も
安
心
し
て
取
り
組
め
る
、
こ
う

し
た
社
会
や
未
来
の
保
障
の
実
現
に
向
け
、
開

催
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
に
賛
同
す
る
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

【
委
員
か
ら
陳
情
者
へ
の
質
疑
】

Ｑ
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
の
方
々
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
は
参
加
し
て
い
な
い
と
聞
い
た
が
。

Ａ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
し
ょ
う
が
い
の
種
類

や
程
度
に
よ
っ
て
競
技
上
の
ル
ー
ル
を
変
え
る

こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

音
の
代
わ
り
に
ラ
ン
プ
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど

は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
ル
ー
ル
を
変
え
る
こ
と

は
な
い
。
情
報
伝
達
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
の
部
分
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

別
々
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

Ｑ
「
国
立
市
誰
も
が
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
す
ま

ち
に
す
る
た
め
の
『
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
が
あ
た

り
ま
え
に
暮
ら
す
ま
ち
宣
言
』
の
条
例
」
を
持

つ
市
と
し
て
、
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
の
方
々
が

学
校
や
公
園
な
ど
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
改
善
で
き
そ
う
な
点
が
あ
れ
ば
教
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
音
声
の
代
わ
り
に
、
見
て
わ
か
る
よ
う
な
情

報
伝
達
や
、
手
話
通
訳
を
付
け
る
な
ど
の
工
夫

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

Ｑ
２
０
２
２
年
５
月
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ブ

ラ
ジ
ル
開
催
が
あ
り
、
そ
の
中
で
２
０
２
５
年

東
京
開
催
に
立
候
補
す
る
た
め
、
都
議
会
の
決

議
が
必
要
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
東
京
都
は
進
め
て
い
く
意
向
で
あ
る
が
、
区

市
か
ら
意
見
書
を
上
げ
る
こ
と
で
、
都
全
体
と

し
て
決
ま
っ
て
い
く
と
の
こ
と
。
決
議
は
そ
れ

を
受
け
て
か
ら
と
な
る
。

【
委
員
か
ら
市
担
当
者
へ
の
質
疑
】

Ｑ
招
致
実
現
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
市
と
し

て
聴
覚
し
ょ
う
が
い
者
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
現
状
、
必
要
な
機
材
貸
し
出
し
を
都
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
、
市
が
借
り
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
環
境
が
整
う
と
考
え
る
。

Ｑ
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し
て
い
る
の
は
区
部

の
方
が
多
い
が
、
区
部
と
三
多
摩
各
市
と
の
情

報
交
換
な
ど
は
行
っ
て
い
る
か
。

Ａ
手
話
言
語
の
市
区
長
会
に
加
入
し
、
意
見
交

換
を
進
め
て
い
る
。
本
条
例
の
市
調
査
研
究
会

を
開
催
し
、
条
例
制
定
に
向
け
て
研
究
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
市
長
は
、
ま
だ
陳
情
者
の
方
々
か
ら
直
接
話

を
聴
い
た
り
、
意
見
交
換
し
た
り
し
た
こ
と
が

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
。

くにたち未来共創拠点矢川プラス条例案が全会一致で可決されました第1号
議案

▲建設中のくにたち未来共創拠点矢川プラス内部

▲�総務文教委員会では、陳情者及びインター
ネット配信に対し、手話通訳者を配置しま
した。

デフリンピック東京開催を求める意見書に関する陳情が
全会一致で採択されました

陳情
第５号
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会派略称
自＝自由民主党（遠藤直弘・青木健（議長）・石井伸之・髙柳貴美代）  風＝社民・ネット・緑と風（藤田貴裕・古濱薫・重松朋宏・関口博） 
共＝日本共産党（高原幸雄・住友珠美・柏木洋志）  公＝公明党（小口俊明・青木淳子・香西貴弘）  新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ） 
立＝立憲民主党（稗田美菜子）  こ＝こぶしの木（上村和子）  み＝みらいのくにたち（望月健一）  樹＝樹木の会（石塚陽一）  耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和4年第1回定例会　令和4（2022）年2月24日～3月24日　各会派の議案等への賛否　　〇：賛成　×：反対　欠：欠席 
議案 
番号 件    名 概  　要

会派名（人数は議長を除く数） 議決 
結果自 

3
風 
4
共 
3
公 
3
新 
2
立 
1
こ 
1
み 
1
樹 
1
耕 
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予　
　
算

第11号 令和３年度国立市一般会計補正
予算(第９号)案

【補正額:△２億7,560万1,000円】【補正後総額:362億91万5,000円】
【主な内容】臨時財政対策債、財政調整基金繰入金等の減額 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

第12号 令和３年度国立市国民健康保険
特別会計補正予算(第２号)案

【補正額:＋1億3,634万3,000円】【補正後総額:72億5,897万8,000円】
【主な内容】決算見込みによる保険給付費等の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第13号 令和３年度国立市介護保険特別
会計補正予算(第３号)案

【補正額:△1,513万3,000円】【補正後総額:63億2,610万3,000円】
【主な内容】決算見込みによる介護予防・生活支援サービス事業費等の減額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第14号 令和３年度国立市後期高齢者医
療特別会計補正予算(第３号)案

【補正額:＋1,281万4,000円】【補正後総額:18億3,325万3,000円】
【主な内容】決算見込みによる保険給付費等の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第15号 令和３年度国立市下水道事業会
計補正予算(第２号)案

補正額
【収益的収入:＋90万円� 補正後総額:20億 659万1,000円】
【収益的支出:＋738万3,000円� 補正後総額:18億9,769万3,000円】
【資本的収入:△1億2,023万円� 補正後総額:17億3,688万4,000円】
【資本的支出:△1億6,540万7,000円� 補正後総額:21億4,739万7,000円】
【主な内容】執行見込み、契約差金、負担金額の確定等による。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第16号 令和４年度国立市一般会計予算案【歳入歳出予算総額】327億4,000万円 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可　決
第17号 令和４年度国立市国民健康保険

特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】70億9,064万3,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決
第18号 令和４年度国立市介護保険特別

会計予算案 【歳入歳出予算総額】62億7,043万1,000円 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決
第19号 令和４年度国立市後期高齢者医

療特別会計予算案 【歳入歳出予算総額】19億5,718万3,000円 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

第20号 令和４年度国立市下水道事業会
計予算案

【収益的収入　 20億1,452万5,000 円】　【収益的支出    18億7,962万3,000 円】
【資本的収入    14億6,228万4,000 円】　【資本的支出    18億9,210万3,000 円】 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

第21号 令和４年度国立市一般会計補正
予算(第１号)案

【補正額:＋6,085万2,000円】【補正後総額:328億85万2,000円】
【主な内容】新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援給付金、自宅待機者等生活支援事業費の増額 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

条　
　
例

第1号 くにたち未来共創拠点矢川プラス
条例案 複合公共施設「くにたち未来共創拠点矢川プラス」の設置及び管理について、条例を制定する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第2号 国立市組織条例の一部を改正す
る条例案

コロナ禍において顕在化した新たな課題の解決等に向けて、施策の推進により適した庁内の組織とす
るよう組織改正を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 可　決

第3号 国立市職員定数条例の一部を改
正する条例案

他の団体等への派遣職員を職員定数外であることを明確化及び長期の育児休業取得者等を職員定数外
とするため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第4号
国立市一般職の任期付職員の採用
及び給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例案

東京都人事委員会勧告に基づき、特定任期付職員の期末手当の支給率の引き下げを行うため、条例の
一部を改正する。

〇
欠1
〇
欠1 ×

〇
欠1 〇 〇 × 〇 〇 × 可　決

第5号 国立市職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例案 会計年度任用職員の育児休業及び部分休業の取得要件を緩和するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第6号
国立市非常勤特別職職員の報酬
および費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例案

産業医の報酬額を改定するとともに、在宅療養専門指導医を非常勤特別職として配置し、その報酬額
を新たに設定するため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第7号 職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例案

東京都人事委員会勧告に基づき、職員の期末手当の支給率の引き下げを行うため、条例の一部を改正
する。

〇
欠1
〇
欠1 ×

〇
欠1 〇 〇 × 〇 〇 × 可　決

第8号 国立市しょうがいしゃ施策推進協
議会条例の一部を改正する条例案

しょうがいしゃが委員となった場合の支援者の同席に関する規定を追加するため、条例の一部を改正
する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第9号 国立市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例案

地方税法等の一部改正に伴い、国民健康保険税の課税限度額の引き上げを行うとともに、未就学児に
係る均等割額の軽減及び規定の整理を行うため、条例の一部を改正する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

人　
事

第22号 国立市教育委員会委員の任命に伴
う同意について 操木　豊　氏【任期　令和4年4月1日～令和8年3月31日】 無記名投票(投票総数:２０票)

同意:１８票　不同意:２票(うち白票２票) 同　意

第23号 国立市人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 岸　勝利　氏【任期　令和4年7月1日～令和7年6月30日】 無記名投票(投票総数:２０票)

同意:２０票　不同意:０票 同　意

第24号 国立市人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 土屋　眞弓　氏【任期　令和4年7月1日～令和7年6月30日】 無記名投票(投票総数:２０票)

同意:２０票　不同意:０票 同　意

第25号 国立市人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 近藤　誠　氏 【任期　令和4年7月1日～令和7年6月30日】 無記名投票(投票総数:２０票)

同意:１９票　不同意:１票(うち白票１票) 同　意

そ
の
他

第10号 東京都後期高齢者医療広域連合
規約の変更について

令和４年度分及び令和５年度分の後期高齢者医療の保険料について、保険料の軽減に係る経費を区市町村の負担金とし
て支弁するため、規約の変更を行う必要があることから、地方自治法第２９１条の１１の規定に基づき、議決を求める。

〇
欠1
〇
欠1 〇

〇
欠1 〇 〇 × 〇 〇 〇 可　決

諮問
第１号 審査請求に関する諮問について 生活保護費の返還に係る督促処分についての審査請求があったので、この審査請求を棄却することに

ついて、地方自治法第２３１条の３第７項の規定により、議会に諮問する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 異議のない旨
答申

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
規
則

第1号 国立市議会会議規則の一部を改
正する規則案

【髙柳貴美代議員ほか５名】
欠席等の事由として、疾病、介護、育児等に加えて公務を明文化するとともに、出産について産前・産
後期間にも配慮した規定の整備を行う。

〇
欠1
〇
欠1 〇

〇
欠1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第2号 デフリンピック2025東京開催を
求める意見書案

【遠藤直弘議員ほか６名】
東京都に対し、国立市議会基本条例において、ソーシャルインクルージョンの理念に配慮することを
明記している国立市議会として、2025年デフリンピックを東京で開催することを求める。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決

第3号
検疫法をはじめ国内法を在日米
軍に適用するため、日米地位協
定の改定を求める意見書案

【重松朋宏議員ほか２名】(賛成者３名)
国会及び政府に対し、検疫法をはじめ国内法を在日米軍に適用するため、日米地位協定を抜本的に見
直すよう、強く求める。

× 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 可　決

陳　
　
情

令和３年
第１７号

「国立市人権を尊重し多様性を
認め合う平和なまちづくり基本
条例」の改正を求める件

【提出者:瑞穂町民】
「国立市人権を尊重し多様性を認め合う平和なまちづくり基本条例」について、次のように改正するこ
とを求める。
１.第１条の「市長の使命並びに市」を「市長の義務並びに市の義務」とする。
２.�第４条の条文名の「市長の使命」を「市長の義務」とする。また同条の「判断しなければならない。」を
「判断する義務を負う。」とする。
３.�第５条の条文名の「市の責務」を「市の義務」とする。また、同条に新たに第３項を加えて、「市は、第
６条の市に係る全ての人の権利を保障する義務を負う。」とする。

４.第６条の「市民」を「市に係る全ての人」とする。

× × × × × × × × × × 不採択

第1号
国立市の条例・規則で議員及び
首長が請願法の官公署であるこ
とを規定することを求める件

【提出者:瑞穂町民】
国立市の条例で議員及び首長が請願法の官公署である旨の規定を求める。 × × × × × × × × × × 不採択

第2号
国立市議会会議規則に「議長が
紹介議員を任命する」を加える
改正をもとめる件

【提出者:瑞穂町民】
国立市議会会議規則に「議長が紹介議員を任命する」を加える改正をもとめる。
【議長は、請願者が希望する議員があればこれを尊重して、議員の中から議長が適宜、紹介議員を任命する。】

× × × × × × × × × × 不採択

第3号 訴訟代理契約の是正を求める件 【提出者:瑞穂町民】
訴訟代理契約の是正を求める。 × × × × × × × × × × 不採択

第4号
市の条例・規則で「権利の得喪
にかかわる文書」の規定を加え
ることを求める件

【提出者:瑞穂町民】
市の条例・規則で「権利の得喪にかかわる文書」の規定を加えることを求める。 × × × × × × × × × × 不採択

第5号 デフリンピック東京開催を求める
意見書に関する陳情

【提出者:国立市民】
２０２５年デフリンピックを東京で開催するよう、東京都宛に意見書を提出してください。 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採　択

第6号
５歳から11歳の子どもへの新型
コロナウイルスワクチン接種に対
して、保護者が参考にできる正確
な情報の告知を求める陳情

【提出者:国立市民ほか２９１名】
５歳から１１歳の子どもへの新型コロナウイルスワクチン接種対象者、保護者に対し、厚生労働省発表の
新型コロナウイルスワクチン接種後の重篤副反応の事例とその報告数、死者数等を国立市として提示
し、リスクとベネフィットの両面から判断できるようにして下さい。

× 〇 〇 × × × 〇 × 〇 〇 不採択

第7号

会期終了後、市民等から提出された
会議録の訂正要求(発言の趣旨を変更
することなく発言の字句訂正の要求)
について、その後の別の会期の議会会
議録で追加的訂正を掲載するなどの
救済的制度をつくることを求める陳情

【提出者:国立市民】
会期終了後、市民等から提出された会議録の訂正要求(発言の趣旨を変更することなく発言の字句訂正の
要求)について、その後の別の会期の議会会議録で追加的訂正を掲載するなどの救済的制度をつくること
を求めます。

× × × × × × × × × × 不採択

第8号

国立市まちづくり条例（2016（平成
28）年10月１日施行）の施行後５年が
経過したことに鑑み、条例改正のため
に必要な検証と条例改正に取り組む
ことを、市(行政)のみならず議会も主
体的にはじめることを求める陳情

【提出者:国立市民】
国立市まちづくり条例(２０１６(平成２８)年１０月１日施行)の施行後５年が経過したことに鑑み、条例改
正のために必要な検証と条例改正に取り組むことを、市(行政)のみならず議会も主体的にはじめることを
求めます。

× × × × × × × × × 〇 不採択

第9号
国立市が新設・既設の市有施設
の省エネ断熱性能の向上を求め
る陳情

【提出者:国立市民】
１.市有施設の断熱性能を点検し、性能が低い施設のピックアップをお願いします。
２.改築工事の予定があるものは、その機会を逃さずに断熱改修を要望します。
３.新設予定の建築物に高い断熱性能を採用していただけるようお願いします。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採　択

動議 ロシア連邦のウクライナ侵攻に対して断固抗議する決議の提出を求める動議　【提出者:望月健一議員ほか１６名】(賛成者１名) 〇 〇
欠1 〇

〇
欠1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可　決
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将来世代が自由で生きやすい社会へ責任を負うべき
社民・ネット・緑と風　４名　反  対

　マイナンバーを銀行口座、病歴、
薬事情報に紐付け、ＧＩＧＡスクー
ル構想に至っては、子どもから大
人までの成績や出席態度、家族構
成等、あらゆる個人情報を紐付け
ようとすることが判明した。国は
マイナンバーシステムを肥大化さ
せ、あらゆる個人情報を紐付けし、
民間に利活用させようとしており、
自治体は、これにストップをかけ
るべきだが、国立市はその責任を
発揮していない。
　不登校の未然防止対策の別室登
校の予算がない。必要がなくなっ

たコンピュータルーム等は、早急
に他の用途に整備するべき。
　イタリア・ルッカ市との都市間
交流事業は、施策を行う意図を明
確にせず予算が付けられ、問題だ。
　南武線高架化と谷保駅南口や矢
川駅南口の再整備調査、矢川上の
地区計画策定等、将来世代に巨額
の財政負担を負わせる大型開発に
つながる予算が計上されている。
大型整備事業は、構想を市民に示
し、市民参加での議論が必要。
　コロナ禍で生活が苦しい市民に
もっと寄り添う予算であるべきだ。

令和４年度予算案に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／賛成・反対は、一般会計について】

※各会派が要旨をまとめたものを掲載しています。
※会派の構成人数により討論時間が異なるため、
　文字数に違いがあります。

開催日：令和4年3月8日～11日　　委員長：青木淳子　副委員長：柏木洋志

選ばれるまち「国立市」であり続けるための施策を打とう！
自由民主党　３名　賛  成

　令和４年度国立市一般会計予算
案その他全ての会計予算案に賛成
する。永見市長が目指すケアの重
要性を再確認した全世代型地域包
括ケアの実現を高く評価する。そ
のためには、行政改革と一体的な
自治体ＤＸの推進が必要である。
同時に歳入増の取り組みを果敢に
行なうべきである。歳入の46％を
占める市税をさらに増やすには、
選ばれるまちであり続ける必要が
ある。国立ブランドの向上に一層
力を注ぐことを要望する。企業誘
致、ネーミングライツや魅力的な

企業との包括連携協定の締結を要
望する。国補助・都補助の情報も
いち早く掴んでほしい。歳出に関
して、スタディクーポン事業、養
育費確保支援事業は自立を促す事
業であり高く評価する。商店街等
新型コロナウイルス感染症対策事
業費補助金の増額を高く評価する。
　商工会運営支援事業費の増額を
要望する。南武線連続立体交差化
事業、南部地域の整備事業を進め、
地域住民の声を反映したまちづく
りを要望する。コロナ禍、献身的
に働く職員に心より感謝申し上げる。

コロナ対策、地球危機対策の前進、３・３・15号線は見直しを
日本共産党　３名　反  対

　一般会計予算と後期高齢者医療
会計は反対。その他の特別会計は
賛成。コロナ感染拡大では、これ
までの社会の在り方が根本から転
換が求められている。ＰＣＲ検査
の体制の強化、府中市など４市の
検査体制を早急に再開し、充実を
図ってもらいたい。高齢者食事サー
ビス、ふれあい牛乳、保養施設利
用助成は引き続き拡充をすべきと
考える。気候危機が叫ばれ、非常
事態が起こっている。異常な豪雨・
台風・猛暑・森林火災・干ばつ・
海面上昇が大問題になっている。

世界の平均気温の上昇を1.5度以
内に抑えるために、世界196カ国
で合意した。市の計画はもっとバ
ージョンアップした事業を行う必
要がある。第二小学校の建て替え
では、北側住民の声を真摯に受け
止め市民に愛される学校づくりを、
新学校給食センターは抜本的な対
策を、矢川上地区計画事業は都市
計画道路の押しつけでなく、３・
３・15号線は見直しを、南部のま
ちづくりは狭

きょう

隘
あい

道路の整備を、防
災倉庫・防災無線は市全体に適応
を。

予算特別委員会
令和4年度
一般会計・各特別会計（国民健康保険・介護保険・
後期高齢者医療）・公営企業会計（下水道事業）の予算案が

▲マスクの着用、感染防止パネルの設置、換気等による感染症対策に努めながら審査しました。

予算の詳細は
市報4月20日号・
市ホームページを
ご覧ください

可 決 されました
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国庫支出金
18.41%

都支出金
15.89%

地方消費税
交付金
4.88%

市債
4.06%

使用料及び手数料
2.12%

地方交付税
1.07%

分担金及び負担金
0.69%

諸収入
0.91%

繰入金
2.65%

繰越金
0.61%
その他
2.42%

市税
46.29%

歳　入
327億
4,000万円

衛生費
7.51%

公債費
5.50%

消防費
3.56%

議会費
0.92% 商工費

0.62%
その他
0.71%

民生費
52.27%

総務費
9.55%

土木費
10.27%

教育費
9.08%

歳　出
327億
4,000万円

主 な 質 疑 項 目令和４年度一般会計
歳入歳出予算額構成比

※端数処理の関係上、構成比合計が
　100％にならない場合があります。

堅調な歳入を、再生と希望へと効果的につなげる施策展開に期待！
公明党　３名　賛  成

　令和４年度一般会計予算案は当
初としては過去最大の予算額とな
った。これを歳入面からみると、
過去最高の市税収入や地方交付税
収入の増、地方消費税交付金や国
庫支出金等の増の見込みが主な要
因である。次にこうした堅調な歳
入に支えられて行われる歳出面の
内容をつぶさに見ると、①コロナ
禍とコロナ後を見据えつつ、命と
暮らしを守り新たな日常への対応
が図られている。②市民のつなが
りや希望を生み出すための新たな
施策やまちづくりを効果的に行う

ことを意識した点。③国や都の動
向を踏まえて新たなシステムや技
術を活用した市民サービス向上に
積極的に取り組む内容である。④
国立らしさを目指した施策で、ブ
ランド向上と他市との差別化を図
った内容という点で評価ができる。
⑤持続的な財政運営とともに、年
度途中のコロナ感染再拡大やウク
ライナ情勢の影響など、万が一の
事態に備えての機動的な行財政運
営を行う裏付けも確認が取れた。
　以上の理由から会派公明党は令
和４年度予算案に賛成を表明する。

未来のために日常を取り戻す活動を！
新しい議会　2名　賛  成

　コロナ禍が、日本や国立市の将
来を確実にむしばんでいる。その
一例が、新生児の激減である。
　安心でき、余裕ある社会を構築
するために今やるべきことが多く
ある。そのためにさまざまなこと
を日常に戻していき、いろいろな
活動を活発に行う必要がある。新
年度、市としても日常を取り戻す
活動を力強く推進してほしい。
　新年度の予算は、特別会計、公
営企業会計を含む全会計の歳出予

算総額は、前年度に比べて 1.7％
増の518億2,998万円となっている。
市税収入は堅調に見込まれ、臨時
財政対策債も決算に向けて０にで
きる見込みがあり、堅実な財政運
営をしている。
　その上で、まちに活力を戻し、
コロナ禍を乗り越え、便利で魅力
的なまちにしていくための予算案
になっている。よって、会派「新
しい議会」は、全ての会計予算案
に対して賛成する。

どんなときでも自分らしくいられる予算を！
立憲民主党　1名　賛  成

　医療的ケア児の学校や学童での
受け入れのための訪問看護師の派
遣、就学相談では子どもと保護者
に負担をかけないための外部委託
は評価。外部委託は、子どもにとっ
て落ち着いて向き合える環境整備

を要望する。がん患者のアピアラ
ンスケアでは上限が２万円でウィッ
グにも補正下着にも使える制度は
26市唯一の取り組みで、高く評価
する。丁寧な周知を要望。マンホ
ールトイレは大至急、設置を。

実効的な住民の生きる権利を守る個別包括支援体制推進を評価する
こぶしの木　1名　賛  成

　自宅療養指導医の導入、本人通
知制度の導入、先駆的な婚外子実
態調査、ＮＰＯと連携した女性パー
ソナルサポート推進等を評価。会
計年度任用職員の多くが女性。正
規職員化するなど、先入観のバリ

アを超えた検討が必要。バリアフ
リーの市役所づくりはトイレから。
学校建て替え計画には、災害時と
ＳＤＧｓの視点から給食が作れる
調理室を入れよ。急激なデジタル
化に反対。

文教都市くにたちにふさわしい教育費の大幅な増額を行うべき
みらいのくにたち　1名　賛  成

　一般会計・各特別会計予算に賛
成。全ての子どもが取り残されな
いよう教育費のさらなる拡大。公
園を含む市公共施設全体のトイレ
のバリアフリー化・洋式化を進め、
誰もが歩きやすいまちづくり、ケア

ラー支援、高齢者福祉を前に進め
る健康医療福祉のまちづくり。誰
もが直感的に利用できる、人にや
さしいデジタル化、商業振興等に
寄与するデジタル地域通貨導入な
ど自治体DX。以上を要望する。

次世代の育成と国立ブランドの向上を図り安心安全なまちづくりを
樹木の会　1名　賛  成

　コロナ後を見据えた「つながり
あるまちへ」との標語の下で、厳
しい経済的状況に基づく企業活動
の低迷と合わせ、市民生活におけ
る福祉・民生面における数多くの
施策を抱える中で、施策の見直し

と市民生活における必要性をピッ
クアップした予算編成を行った。
　今後予測される人口減少傾向に
合わせ、「将来を担う子どもたち
のための健全育成」を追求し、「夢
あるまちづくり」に努力していく。

いのちを守る政治 — 住民や保護者の声に応える市政への転換を！—
耕す未来＠くにたち　1名　反  対

　子どもたちが毎日食べる学校給
食をＰＦＩ委託して効率や歳出抑
制のまな板に乗せるべきではなかっ
た。ＰＦＩ発祥の英国でも公的財
政に恩恵をもたらすデータがない
とすでに限界が指摘されている。

　子どもへのワクチン接種は努力
義務から外された。全国で係争中
のHPVワクチンは接種勧奨となっ
たが、子宮頸

け い

がん検診で治癒率は
高くなる。保護者が参考にできる
正確な情報提供を切に求める。

自由民主党

・商工会運営経費補助金
　417万円の増額は
・�消防委託事務費約10億円
拠出の中で国立消防署は
・スタディクーポン事業
・�谷保駅周辺整備検討業務
委託料
・�養育費確保支援事業補助
金
・商店街活性化事業補助金

社民・ネット・緑と風

・�マイナンバーカード申請
促進に巨額を投じる意味
・�本⼈同意なき個⼈データ
の利活⽤の懸念はないか
・�都市間交流の検討、都市
間交流の講師代
・�⽮川複合公共施設の開設
準備事業
・�有料ごみ袋を値下げして
も減量が進む件
・�労働者処遇改善のための
ごみ収集委託料の増額

日本共産党

・�女性等緊急一時保護事業
費
・ふれあい牛乳支給事業費
・�高齢者を熱中症等から守
る緊急対策事業費
・�災害対策用備蓄品等調達
事業費
・�教育費保護者負担軽減補
助金事業費
・後期高齢者医療保険料

公明党

・�臨時財政対策債の発行目
的とその活用スタンス
・�定員管理計画・職員定数
適正化計画とその見直し
・�マイナンバーカード普及
とその利活用向上
・�単身高齢者住居確保の困
難解消のための新規施策
・�防災行政無線電話応答サー
　ビスの実績と周知方法
・�特別支援教育の相談体制
の強化とその内容

新しい議会

・�中期財政見通しと将来の
人口展望の関連
・�受験生チャレンジ支援貸
付とスタディクーポン
・�行政デジタル化・オンラ
イン化事業の今後の展開
・�国立駅周辺まちづくり事
業費デザイン提案報奨金

立憲民主党

・�非常用電源対応に市内電
気自動車災害時使用協定
・�食物アレルギー対応災害
備蓄と配布用マニュアル

こぶしの木

・�2022年度から始まる全校
での男女混合名簿
・�急激なデジタル化が引き
起こす情報格差

みらいのくにたち

・�保育園の使用済みオムツ
の持ち帰り問題
・�公園等公共施設のトイレ
洋式化・バリアフリー化

樹木の会

・�図書館分室の蔵書充実と
開館日拡大
・�後期高齢者医療特別会計
の公的負担の増大

耕す未来＠くにたち

・�国立駅周辺まちづくり事
業費
・学校教育向上支援事業
　（学級満足度等調査）費
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国立市議会　会議録 検索

一般質問
要旨・発言順

〔令和４年３月１日～４日〕
　一般質問とは、議員個人が市
政全般について行政当局（市長
や教育委員会など）に質問する
ことです。一般質問発言順に、
各議員本人が要旨をまとめたも
のを掲載しています。

※�これまでの会議録は、国立市
議会ホームページで、閲覧・
検索ができます。動画もご覧
になれます。

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
全
世
代
型

の
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を

み
ら
い
の
く
に
た
ち

望
月 
健
一  

議
員

Q
子
ど
も
の
発
達
支
援
に
関
し
て
、子
ど
も
・

保
護
者
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
と
い
う

福
祉
保
険
委
員
会
の
附
帯
決
議
は
ど
う
生
か

さ
れ
た
か
。

A
保
護
者
の
意
見
を
聴
く
中
で
、
保
護
者
同

意
の
も
と
、
子
ど
も
の
情
報
の
申
し
送
り
、

発
達
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

Q
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
、
受

給
者
証
の
発
行
手
続
き
は
ど
う
な
っ
た
か
。

A
未
就
学
児
と
小
学
生
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
実
施
し
た
。
受
給
者
証
は
、
し
ょ
う
が
い

し
ゃ
支
援
課
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
保
健
・

発
達
係
で
仮
受
付
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

Q
ス
マ
イ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
の
そ
の
後

の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

A
個
別
支
援
を
す
る
職
員
を
７
名
増
員
す
る

予
算
案
を
提
案
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
職
員
の

増
員
は
、
必
要
に
応
じ
て
考
え
て
い
く
。

Q
虐
待
対
応
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
子
ど

も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
な
ど
、
市
内
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
を

守
る
地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築
で
き
な
い
か
。

A
【
市
長
】
包
括
支
援
の
機
能
を
充
実
す
る

こ
と
は
、
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

誰
も
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所

１
Ｄ
ａ
ｙ
暮
ら
し
の
保
健
室
を
！

新
し
い
議
会

石
井 

め
ぐ
み  

議
員

Q
し
ょ
う
が
い
児
支
援
の
多
く
は
18
歳
と
い

う
年
齢
で
区
切
ら
れ
、
継
続
で
き
な
く
な
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
ひ
と
り
親
家
庭
を
守
る

た
め
に
は
制
度
の
更
新
が
必
要
だ
が
。

A
家
族
が
介
護
力
の
一
部
と
み
な
さ
れ
て
い

る
現
行
の
制
度
は
課
題
が
あ
る
。
公
的
支
援

の
充
実
に
よ
っ
て
家
族
の
就
労
や
学
業
、
社

会
参
加
を
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
孤
立
す
る
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
。
病
院
に
か
か
る
症
状
で
は
な
く
と
も

健
康
被
害
や
認
知
症
の
発
症
に
つ
な
が
る
孤

立
を
防
ぐ
た
め
、
「
１
Ｄ
ａ
ｙ
暮
ら
し
の
保

健
室
」
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

A
気
軽
に
相
談
や
雑
談
が
で
き
る
場
所
は
、

と
て
も
大
事
。
人
や
地
域
を
つ
な
げ
る
リ
ン

ク
ワ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
市
民
の
活
躍
を
視
野

に
入
れ
、
一
人
で
困
難
を
抱
え
る
人
が
減
っ

て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

Q
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

富
士
見
台
団
地
の
空
室
に
学
生
や
若
い
世
代

を
呼
び
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A
空
室
に
つ
い
て
は
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と

し
て
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
も
共
有
し
て
い
る
。

引
き
続
き
協
議
し
て
い
き
た
い
。

交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

新
し
い
議
会

藤
江 

竜
三  

議
員

Q
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
生
率
が
下
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の
現
状
は
。

A
コ
ロ
ナ
禍
以
前
で
も
合
計
特
殊
出
生
率
が

２
０
１
９
年
は
１
．
０６
と
大
幅
に
下
が
っ
て

い
た
。
妊
娠
届
数
を
み
る
と
、
２
０
１
８
年

度
は
551
件
、
２
０
１
９
年
度
は
500
件
、
２
０

２
０
年
度
は
461
件
と
減
少
し
て
い
る
。

Q
今
後
の
影
響
と
対
策
は
。

A
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、
必
要
な
生
活
支

援
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
保
育
園
で
は

新
規
の
保
育
申
込
者
数
が
50
名
ほ
ど
減
少
し

て
い
る
。
一
次
選
考
時
点
で
全
て
の
ク
ラ
ス

で
定
員
が
埋
ま
っ
て
い
な
い
。

Q
若
者
の
交
流
や
出
会
い
を
増
や
す
行
事
や

仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

A
若
者
の
交
流
の
場
と
行
政
の
関
わ
り
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
し
た
い
。

Q
矢
川
上
公
園
の
噴
水
の
壁
を
ボ
ル
タ
リ
ン

グ
が
で
き
る
よ
う
に
改
造
で
き
な
い
か
。

A
安
全
に
設
置
で
き
る
か
検
討
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

他
、
安
心
安
全
カ
メ
ラ
（
防
犯
カ
メ
ラ
）
と

自
転
車
駐
輪
場
を
質
問
。

歴
史
遺
産
と
と
も
に

未
来
世
代
を
核
に
ま
ち
づ
く
り

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

重
松 

朋
宏  

議
員

Q
国
立
駅
南
口
に
つ
く
る
子
育
て
支
援
施
設

は
、
在
宅
乳
幼
児
よ
り
も
中
高
生
世
代
の
居

場
所
を
メ
イ
ン
に
、
全
世
代
が
使
い
や
す
い

施
設
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
修
正
し
て
は
ど
う
か
。

A
矢
川
プ
ラ
ス
と
の
役
割
分
担
で
「
子
育
て

ひ
ろ
ば
」
を
目
玉
と
し
た
。
運
用
面
で
、
全

世
代
が
使
い
や
す
い
施
設
を
検
討
し
た
い
。

Q
芝
生
広
場
と
景
石
の
和
洋
折
衷
型
近
代
公

園
で
あ
る
円
形
公
園
と
一
橋
大
前
の
緑
地
帯

を
、
他
に
例
を
見
な
い
歴
史
遺
産
と
し
て
、

調
査
と
復
元
活
用
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
国
立
駅
開
業
100
周
年
と
な
る
’26
年
を
目

指
し
て
、
歴
史
的
価
値
を
継
承
し
つ
つ
、
整

備
・
活
用
方
法
を
検
討
し
た
い
。

Q
’18
年
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
訂
時
、

密
か
に
「
低
中
層
」
ゾ
ー
ン
が
「
中
層
」
に

改
変
さ
れ
た
。
矢
川
上
や
東
ノ
原
地
域
は
、

立
川
・
府
中
の
隣
接
地
域
は
低
層
地
域
な
の

に
、
中
層
の
用
途
地
域
に
変
更
す
る
の
か
。

A
当
初
か
ら
、
基
盤
整
備
が
完
了
す
れ
ば
富

士
見
台
と
同
じ
用
途
地
域
に
す
る
考
え
方
だ
。

他
、
環
境
基
本
計
画
に
生
物
多
様
性
や
気
候

変
動
対
策
計
画
を
盛
り
込
む
こ
と
、
公
共
施

設
改
築
時
の
再
エ
ネ
設
備
を
質
問
。

感
染
症
に
よ
る
生
活
支
援
と
公
共

施
設
へ
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
は

樹
木
の
会

石
塚 

陽
一  

議
員

Q
児
童
生
徒
の
感
染
症
陽
性
者
の
実
態
は
。

A
三
密
の
回
避
、
正
し
い
手
洗
い
、
マ
ス
ク

の
着
用
、
検
温
や
健
康
観
察
、
発
熱
等
に
注

意
す
る
も
、
全
国
的
に
10
代
以
下
の
感
染
者

が
増
え
、
市
で
は
１
月
は
38
名
、
２
月
は
189

名
の
児
童
生
徒
の
陽
性
者
が
判
明
し
た
。

Q
生
活
困
窮
者
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
。

A
住
居
確
保
給
付
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
や
生
活

福
祉
資
金
貸
し
付
け
な
ど
を
実
施
し
た
。

Q
商
工
業
者
に
対
す
る
経
済
支
援
策
は
。

A
一
律
支
給
で
は
な
く
、
条
件
に
応
じ
て
支

給
額
を
分
け
、
感
染
防
止
徹
底
検
証
済
証
の

交
付
を
受
け
た
店
舗
は
売
上
額
で
変
動
。

Q
市
内
で
の
児
童
虐
待
に
つ
い
て
。

A
心
理
的
虐
待
が
増
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

外
出
制
限
や
ス
ト
レ
ス
に
起
因
と
推
測
。

Q
公
共
施
設
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
い
て
。

A
受
益
者
負
担
や
利
用
率
を
考
慮
し
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
中
高
一
貫
教
育
の
研
究
は
ど
う
か
。

A
６
年
間
の
一
貫
し
た
教
養
教
育
は
、
個
の

確
立
を
図
り
生
徒
の
個
性
や
創
造
性
を
伸
ば

せ
て
良
い
と
考
え
る
が
国
立
市
で
は
難
し
い
。

介
護
窓
口
負
担
軽
減
や
補
聴
器
助

成
制
度
、
コ
ロ
ナ
対
策
等
を
質
問

日
本
共
産
党

柏
木 

洋
志  

議
員

Q
介
護
利
用
料
の
窓
口
負
担
軽
減
で
受
領
委

任
払
い
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
施
策
と
し
て
考
え
る
場
合
、
事
業
者
か
ら

事
情
聴
取
を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

Q
事
情
聴
取
を
早
急
に
行
う
べ
き
で
は
。

A
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

Q
補
聴
器
助
成
制
度
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

A
難
聴
高
齢
者
へ
の
支
援
策
の
検
討
を
進
め

て
い
る
が
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
検
討
中
。

Q
コ
ロ
ナ
で
保
育
園
・
幼
稚
園
が
休
園
と
な

っ
た
場
合
の
児
童
・
保
護
者
へ
の
対
応
は
。

A
家
庭
保
育
の
お
願
い
を
し
て
い
る
。

Q
一
部
休
園
の
対
象
で
非
濃
厚
接
触
児
童
が

い
た
場
合
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

A
原
則
、
休
み
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
関

係
機
関
が
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
。

Q
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
等
で
制
約
し
な
い
方
が
良
い
の
で
は
。

A
市
民
に
利
用
し
や
す
い
観
点
で
進
め
る
。

Q
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
、
企
業
に
よ
る

個
人
情
報
デ
ー
タ
の
利
活
用
は
す
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
が
。

A
法
令
の
規
定
な
ど
を
除
き
、
原
則
禁
止
。

気
候
危
機
打
開
に
向
け
た
施
策
を
。

ケ
ア
が
第
一
の
ま
ち
づ
く
り
へ

日
本
共
産
党

住
友 

珠
美  

議
員

Q
省
エ
ネ
家
電
買
い
替
え
促
進
補
助
制
度
は
、

補
助
金
額
を
５
千
円
に
半
減
す
る
よ
り
、
柔

軟
な
予
算
対
応
や
品
目
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

A
品
目
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
補
正
予
算

は
、
執
行
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

Q
ご
み
有
料
化
に
よ
っ
て
プ
ラ
ご
み
も
減
少

し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
減
量
目
標
を
達
成
で

き
た
ら
無
料
に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
４
月
か
ら
の
法
改
正
も
あ
り
、
プ
ラ
ご
み

に
つ
い
て
は
過
渡
期
に
あ
る
。
現
状
は
ま
だ

有
料
を
維
持
し
て
い
く
。

Q
公
立
の
矢
川
保
育
園
が
令
和
３
年
４
月
か

ら
民
営
化
さ
れ
た
が
、
評
価
・
検
証
は
い
つ
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
行
い
、
評
価
検
証

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。
時
期
に
つ
い
て
は

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

Q
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
に
は
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
事
業
は
不
可
欠
と
考
え
る
。
そ
こ

で
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成

支
援
を
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

A
今
後
は
既
存
の
講
座
に
組
み
込
ん
だ
り
、

社
協
と
の
共
催
で
、
年
に
複
数
回
開
催
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

国
立
駅
前
円
形
公
園
内
か
ら
眺
望

を
体
験
で
き
る
機
会
の
創
出
を
！

公
明
党

香
西 

貴
弘  

議
員

Q
国
立
駅
前
の
円
形
公
園
整
備
方
針
の
策
定

素
案
は
、
眺
望
景
観
や
緑
の
連
続
性
等
が
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
民
が
公
園
に

入
り
眺
望
を
確
認
す
る
機
会
を
増
や
し
て
は
。

A
緑
の
連
続
性
や
眺
望
景
観
の
重
要
性
も
考

慮
さ
れ
た
整
備
方
針
素
案
と
な
っ
て
い
る
。

Q
子
ど
も
医
療
費
助
成
で
都
が
高
校
３
年
生

ま
で
を
対
象
と
し
た
新
制
度
を
立
ち
上
げ
る
。

市
と
し
て
中
学
３
年
生
ま
で
の
所
得
制
限
の

撤
廃
を
ま
ず
は
実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A
政
策
部
門
と
協
議
し
、
実
現
を
目
指
す
。

Q
ペ
ッ
ト
の
亡
骸
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、

窓
口
が
ご
み
減
量
課
で
あ
り
、
領
収
書
の
名

称
が
ご
み
処
理
手
数
料
と
な
っ
て
い
る
点
で
、

飼
い
主
の
気
持
ち
へ
の
配
慮
が
至
ら
な
い
結

果
と
な
っ
て
は
な
い
か
。

A
法
令
上
の
課
題
も
あ
る
が
、
お
気
持
ち
に

寄
り
添
い
つ
つ
、
近
隣
市
の
動
向
等
を
鑑
み

て
具
体
的
な
改
善
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

努
力
義
務
が
外
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。

A
有
効
性
と
安
全
性
は
国
で
確
認
済
み
。
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
定
的
で

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
た
国
の
決
定
に
よ
る
。
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婚
外
子
差
別
、
介
助
者
不
足
、
共

に
育
ち
合
う
教
育
、
一
歩
前
に
！

こ
ぶ
し
の
木

上
村 

和
子  

議
員

Q
二
小
建
て
替
え
計
画
に
対
し
て
、
近
隣
住

民
の
声
の
反
映
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
の
樹

木
伐
採
、
防
災
の
視
点
か
ら
の
ス
ロ
ー
プ
設

置
等
の
協
議
が
継
続
し
て
い
る
が
、
今
後
に

も
生
か
す
べ
き
指
針
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
深
刻
化
す
る
介
助
者
不
足
を

市
独
自
の
資
格
が
な
く
て
も
で
き
る
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
、
地
域
参
加
型
介
護
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
拡
大
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
当
事

者
・
市
・
社
協
で
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

A
近
隣
の
大
学
生
な
ど
若
い
世
代
へ
広
く
周

知
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
持
つ
体
制

づ
く
り
を
当
事
者
・
社
協
と
検
討
す
る
。

Q
不
登
校
を
含
む
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

育
の
基
と
な
る
条
文
が
、（
仮
）子
ど
も
基
本

条
例
に
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
多
様
な
学
び
の
場
や
子
ど
も
の
居
場
所
に

つ
い
て
、
条
文
へ
の
反
映
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く
庁
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー

整
備
は
、
研
修
や
実
施
計
画
が
必
要
で
は
。

A
検
討
し
た
い
。

他
、
婚
外
子
差
別
へ
の
取
り
組
み
や
人
権
博

物
館
づ
く
り
を
質
問
。

南
部
地
域
の
投
票
所
充
実
を

交
通
不
便
地
域
の
解
消
を

公
明
党

小
口 

俊
明  

議
員

Q
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
第
２
弾
の
結
果
は
。

A
消
費
喚
起
額
は
約
１
億
７
千
万
円
。
事
業

者
支
援
に
つ
な
が
っ
た
。

Q
公
職
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
向
上
と
投
票

所
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
。

A
期
日
前
投
票
所
を
複
数
箇
所
設
け
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
呼
び
掛
け
て
い
る
。

Q
南
部
地
域
の
投
票
所
に
つ
い
て
。

A
第
三
中
学
校
を
投
票
所
と
す
る
案
が
あ
る
。

Q
ク
ニ
ビ
ズ
の
事
業
実
施
に
つ
い
て
。

A
相
談
予
約
件
数
は
300
を
超
え
、
リ
ピ
ー
ト

率
も
90
％
を
維
持
し
て
い
る
。

Q
ク
ニ
ビ
ズ
事
業
の
意
義
に
つ
い
て
。

A
無
償
で
経
営
相
談
が
で
き
、
経
営
者
の
強

み
を
生
か
し
た
具
体
的
提
案
を
し
て
い
る
。

Q
福
祉
有
償
運
送
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

A
利
用
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
き
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
運
転
手
増
や
事
業
者
増
が
課
題
。

Q
福
祉
交
通
支
援
基
本
方
針
案
策
定
を
問
う
。

A
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。
今
後
は
福
祉
タ

ク
シ
ー
な
ど
も
含
め
た
協
議
体
を
設
置
す
る
。

Q
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

箇
所
に
つ
い
て
。

A
15
カ
所
か
ら
34
カ
所
に
増
え
た
。

住
民
に
と
っ
て
は
命
の
水
！

汚
染
さ
れ
た
水
の
確
か
な
情
報
を

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち

小
川 

宏
美  

議
員

Q
国
立
市
の
井
戸
か
ら
国
の
指
針
値
８
倍
強

の
有
害
物
質
・
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
が
検
出
さ
れ
た
報
道
に
、

市
民
か
ら
不
安
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
立

市
が
汚
染
の
実
態
を
知
っ
た
の
は
い
つ
か
。

A
２
０
１
９
年
９
月
。
東
京
都
水
道
局
は
高

水
準
検
出
の
井
戸
の
取
水
を
停
止
し
て
い
る
。

Q
多
摩
川
や
湧
水
か
ら
も
高
濃
度
に
検
出
さ

れ
た
。
農
作
物
を
調
査
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
風
評
被
害
を
生
み
か
ね
ず
考
え
て
い
な
い
。

Q
体
内
に
蓄
積
し
て
い
る
心
配
が
あ
る
。
民

間
の
血
液
検
査
を
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

A
国
の
調
査
結
果
を
注
視
し
て
い
く
。

Q
水
循
環
基
本
計
画
に
も
こ
の
問
題
が
抜
け

て
い
る
。
住
民
に
と
っ
て
は
命
の
水
だ
。
ど

こ
か
で
取
り
上
げ
て
話
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
情
報
提
供
す
る
。

Q
福
島
原
発
の
汚
染
水
海
洋
放
出
を
安
全
と

す
る
副
読
本
、
そ
れ
に
経
産
省
が
チ
ラ
シ
を

各
校
に
直
接
送
っ
た
。
ど
う
使
わ
れ
た
の
か
。

A
副
読
本
は
ひ
と
つ
の
資
料
と
し
て
の
位
置

付
け
だ
が
、
チ
ラ
シ
は
ど
の
学
校
で
も
授
業

と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

他
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
浸
水
の
試
算
を
質
問
。

コ
ロ
ナ
対
策
・
矢
川
上
地
区
計
画
・

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

日
本
共
産
党

高
原 

幸
雄  

議
員

Q
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
お
け
る
特

に
高
齢
者
施
設
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
。

A
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
８
事
業
所
で
利
用
者
62
名
、
従
事
者
39
名
、

合
計
101
名
の
感
染
者
が
出
て
い
る
。
協
力
医

療
機
関
と
の
連
携
、
週
１
回
の
検
査
と
ゾ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q
発
熱
外
来
者
へ
の
移
動
手
段
の
実
施
を
。

A
状
況
が
ひ
っ
迫
し
、
必
要
と
な
れ
ば
や
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

Q
矢
川
上
地
区
計
画
と
都
市
計
画
道
路
３
・

３
・
15
号
線
に
つ
い
て
、
区
画
整
理
事
業
か

ら
の
変
更
は
、
都
市
計
画
道
路
を
取
り
込
む

た
め
の
変
更
な
の
か
。

A
地
元
の
方
が
望
む
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

Q
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
と
国
保
税
の
未

就
学
児
の
均
等
割
額
軽
減
、
市
の
対
応
は
。

A
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、
都
は
５
年
度

か
ら
高
校
生
相
当
ま
で
助
成
す
る
。
４
年
度

は
シ
ス
テ
ム
改
修
と
準
備
経
費
、
補
助
額
は

２
分
の
１
、
対
象
者
は
千
人
、
費
用
は
約

２
千
300
万
円
。
国
保
税
の
未
就
学
児
に
つ
い

て
は
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
る
。

市
民
の
意
見
を
き
い
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

自
由
民
主
党

遠
藤 

直
弘  

議
員

Q
南
武
線
連
続
立
体
交
差
化
に
伴
う
南
武
線

沿
線
ま
ち
づ
く
り
方
針
の
係
る
範
囲
は
。

A
東
西
方
向
の
円
滑
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
目
指
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
谷
保
駅
が
連
続
立
体
交
差
化
か
ら
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
地

域
の
皆
様
か
ら
の
要
望
が
多
く
あ
る
「
谷
保

駅
」
の
副
駅
名
を
付
け
て
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
は
い
か
が
か
。

A
私
鉄
に
は
事
例
が
多
く
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
で
は

北
海
道
に
事
例
が
あ
る
。
手
続
き
は
地
元
が

要
望
し
、
費
用
は
地
元
が
持
つ
。

Q
市
内
の
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

行
う
地
域
は
市
民
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。

A
原
則
そ
の
と
お
り
だ
。

Q
説
明
会
で
の
市
民
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

A
さ
ら
な
る
緩
和
が
で
き
な
い
か
、
都
計
画

道
路
沿
道
は
住
民
要
望
が
あ
っ
た
か
、
固
定

資
産
税
は
上
が
る
の
か
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

Q
固
定
資
産
税
は
上
が
る
の
か
。

A
路
線
価
で
算
出
す
る
。
路
線
価
の
設
定
は

用
途
地
域
が
直
接
の
要
因
で
は
な
い
。

他
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、
第
二
小
学
校
の

改
築
、
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
を
質
問
。

ど
ん
な
人
に
も

寄
り
添
う
市
役
所
を
！

立
憲
民
主
党

稗
田 
美
菜
子  

議
員

Q
児
童
扶
養
手
当
は
養
育
者
の
自
立
の
促
進

の
目
的
も
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
か
。

A
支
給
要
件
に
必
要
な
審
査
内
容
の
聞
き
取

り
を
し
た
上
で
、
受
給
者
に
は
社
会
資
源
の

情
報
提
供
を
行
う
。

Q
子
ど
も
の
が
ん
リ
ス
ク
検
査
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

A
科
学
的
根
拠
の
集
積
を
待
ち
、
研
究
す
る
。

Q
在
宅
療
養
助
成
制
度
創
設
の
検
討
状
況
は
。

A
介
護
保
険
や
福
祉
し
ょ
う
が
い
サ
ー
ビ
ス
、

高
額
療
養
費
制
度
、
医
療
保
険
な
ど
の
組
み

合
わ
せ
で
支
え
ら
れ
る
人
も
い
る
が
、
支
え

ら
れ
な
い
人
が
い
る
の
も
現
実
。
実
態
把
握

に
努
め
研
究
し
て
い
く
。

Q
支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を
お
願

い
し
た
い
が
ど
う
か
。

A
不
安
を
抱
え
た
親
に
対
し
て
病
院
の
出
張

窓
口
的
な
役
割
だ
っ
た
り
、
時
に
は
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
だ
っ
た
り
、
行
政
に
で
き
る
こ
と
の

可
能
性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

他
、
交
流
と
共
同
学
習
が
形
だ
け
に
な
っ
て

は
い
な
い
の
か
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
か
を
質
問
。

矢
川
上
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

内
容
を
市
民
に
伝
え
る
べ
き
だ

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

藤
田 

貴
裕  

議
員

Q
矢
川
上
土
地
区
画
整
理
事
業
が
新
た
な
展

開
を
迎
え
て
い
る
が
、
内
容
は
何
か
。

A
土
地
区
画
整
理
事
業
を
見
直
し
、
地
区
計

画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た
。

Q
本
計
画
は
南
部
地
域
整
備
基
本
計
画
の
10

年
間
の
優
先
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
な

ぜ
地
区
計
画
策
定
で
整
備
を
進
め
る
の
か
。

A
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
第
二
次
改
定
版

で
示
し
た
。
狭き

ょ
う

隘あ
い

道
路
の
拡
幅
や
未
整
備
の

と
こ
ろ
を
、
新
た
に
地
区
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
よ
り
基
盤
整
備
を
検
討
し
た
い
。

Q
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
15
号
線
は
つ
く

る
の
か
。

A
勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
上
げ

て
い
る
。
市
の
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示

し
た
と
お
り
だ
。

Q
３
・
３
・
15
号
線
に
反
対
し
て
い
る
住
民

の
声
を
市
は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

A
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Q
矢
川
上
公
園
の
拡
張
部
分
が
地
区
計
画
か

ら
外
れ
て
い
る
が
、
緑
豊
か
な
ま
ち
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
る
の
か
。

A
公
園
の
整
備
は
都
市
計
画
事
業
と
し
て
別

途
考
え
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
含
む

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
は
注
意

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
緑
と
風

関
口　
博  

議
員

Q
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、
デ
ー
タ
を

民
間
に
開
放
す
る
教
育
デ
ー
タ
利
活
用
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な

子
ど
も
の
情
報
が
集
積
さ
れ
る
の
か
。

A
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
出
席
履
歴
、

健
康
履
歴
、
体
力
履
歴
、
学
習
計
画
な
ど
。

Q
そ
の
他
に
家
庭
状
況
、
保
護
者
と
の
関
係
、

同
居
者
構
成
、
転
居
履
歴
、
保
護
者
の
勤
務

先
、
収
入
金
額
等
が
収
集
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
さ
ら
に
、
非
認
知
能
力
に
つ
い
て
も

デ
ー
タ
化
さ
れ
蓄
積
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
小

中
学
校
だ
け
で
な
く
、
高
校
、
生
涯
教
育
を

含
む
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

A
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
そ
の
よ
う
な
構
想

と
書
か
れ
て
い
る
。

Q
一
人
一
人
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
蓄
積
が
行
わ
れ
る
。
教
育
委
員
会

は
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

A
デ
ー
タ
の
使
わ
れ
方
を
注
視
し
て
い
く
。

Q
教
育
デ
ー
タ
の
収
集
方
法
は
。

A
子
ど
も
一
人
一
人
に
Ⅰ
Ｄ
を
付
け
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
紐
付
け
る
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
。

他
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
個
人
情
報
保
護
、
都
計

画
道
路
３
・
３
・
15
号
線
を
質
問
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
体
制

の
構
築
と
強
化
を

公
明
党

青
木 

淳
子  

議
員

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査
の
実
施
は
。

A
介
護
の
現
場
で
以
前
調
査
を
行
っ
た
。
健

康
福
祉
部
・
子
ど
も
家
庭
部
・
教
育
委
員
会

の
３
部
で
連
携
し
調
査
方
法
等
を
検
討
す
る
。

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
研
修
の
実
施
を
問
う
。

A
２
月
に
社
協
等
の
共
催
の
講
演
会
な
ど
、

２
回
開
催
し
た
。
学
校
関
係
の
校
内
研
修
で

取
り
扱
っ
て
い
く
べ
き
内
容
と
考
え
る
。

Q
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
を
市
長
に
問
う
。

A
【
市
長
】ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
、
ど
の
よ
う

な
理
念
で
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え
、
政
策
を
立
て
、

条
例
を
ど
う
取
り
扱
う
の
か
を
検
討
す
る
。

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
が
ん
検
診
受
診
率
を
問
う
。

A
新
規
で
胃
内
視
鏡
検
診
を
は
じ
め
、
女
性

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
車
の
規
模
を

拡
大
し
、
受
診
者
が
増
加
し
た
。

Q
三
中
で
実
施
さ
れ
た
、
が
ん
教
育
を
問
う
。

A
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、
外
部
講
師
を
活
用

し
て
、
が
ん
教
育
を
実
施
し
た
。

Q
北
地
域
の
投
票
区
・
投
票
所
の
見
直
し
は
。

A
四
小
を
廃
止
し
、
弁
天
通
り
の
西
側
を
北

市
民
プ
ラ
ザ
、
東
側
を
東
地
域
防
災
セ
ン
タ

ー
の
投
票
区
と
統
合
し
、
駅
前
市
民
プ
ラ
ザ

を
投
票
所
に
変
更
す
る
。
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第
７
波
到
来
前
に
保
育
園
休
園
時

代
替
施
設
整
備
へ
の
対
応
を
質
問

自
由
民
主
党

石
井 
伸
之  

議
員

Q
南
武
線
連
続
立
体
交
差
化
事
業
の
進
捗
は
。

A
多
く
の
検
討
事
項
を
関
係
機
関
と
協
議
中
。

Q
相
続
税
納
税
猶
予
中
の
生
産
緑
地
を
道
路

等
へ
の
寄
付
に
よ
り
猶
予
中
の
相
続
税
が
確

定
し
、
納
税
義
務
が
発
生
す
る
た
め
道
路
拡

幅
が
進
ま
な
い
。
制
度
改
善
へ
動
く
べ
き
。

A
租
税
特
別
措
置
法
第
70
条
の
６
に
基
づ
き
、

道
路
拡
幅
が
進
ま
な
い
課
題
を
確
認
し
た
。

【
市
長
】
法
制
度
上
の
課
題
と
し
て
庁
内
で

事
例
を
調
査
し
た
後
に
検
証
・
検
討
す
る
。

Q
石
神
道
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
化
の
状
況
は
。

A
立
川
警
察
の
理
解
得
て
警
視
庁
へ
上
申
中
。

【
教
育
長
】
登
校
時
の
見
守
り
活
動
に
感
謝
。

石
神
道
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
化
の
実
現
に
尽
力
。

Q
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
。

A
く
に
た
ち
エ
ー
ル
と
し
て
新
年
度
設
立
。

【
教
育
長
】
部
活
動
支
援
、
健
康
体
操
実
施
。

Q
コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
る
保
育
園
の
休
園
状
況

と
個
別
事
情
に
よ
る
代
替
保
育
へ
の
対
応
は
。

A
医
師
会
や
保
育
園
と
協
議
し
休
園
を
判
断
。

第
７
波
に
向
け
代
替
保
育
拡
大
を
検
討
す
る
。

Q
国
立
三
中
へ
の
新
た
な
投
票
所
設
置
は
。

A
Ｒ
２
選
管
投
票
区
見
直
し
会
議
で
三
中
に

投
票
所
設
置
を
決
定
。
今
後
詳
細
を
詰
め
る
。

産
婦
健
診
に
都
内
共
通
受
診
券
に

よ
る
公
費
負
担
制
度
の
導
入
を
！

自
由
民
主
党

髙
柳 

貴
美
代  

議
員

Q
産
婦
健
康
診
査
公
費
助
成
は
大
変
意
義
が

あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
立
市
単
独
助
成
は
事
務

手
続
き
上
難
し
く
、
妊
婦
健
診
同
様
に
都
内

共
通
受
診
券
に
よ
る
公
費
負
担
制
度
が
望
ま

し
い
の
で
、
今
後
、
受
診
券
方
式
の
導
入
を

東
京
都
、
課
長
会
、
部
長
会
を
通
じ
て
要
望

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
市
長
会
で

も
、
ぜ
ひ
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

A
【
市
長
】
市
長
会
の
検
討
事
項
と
し
て
今

後
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、
提
示
さ

れ
た
際
に
は
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

Q
生
理
の
貧
困
の
よ
う
な
社
会
課
題
の
問
題

解
決
や
女
性
の
健
康
支
援
を
行
政
と
民
間
が

協
働
し
、
町
中
に
応
援
団
を
増
や
す
取
り
組

み
を
行
な
っ
て
ほ
し
い
。

A
今
回
、
生
理
用
品
配
布
事
業
を
連
携
す
る
。

女
性
の
健
康
づ
く
り
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

の
発
想
を
一
緒
に
生
み
出
し
て
い
き
た
い
。

Q
国
立
市
で
も
会
話
支
援
機
器
の
導
入
及
び

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
対
策
に
、
い
ち
早
く

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

A
豊
島
区
の
非
常
に
先
進
的
な
取
り
組
み
を

参
考
に
検
討
し
た
い
。

市長施政方針表明に対する会派代表質問 ( 要旨 )
各会派が要旨をまとめたものを掲載しています。会派
の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に違
いがあります。市長施政方針表明の全文は市ホーム
ページ、抜粋は市報 4月 5日号をご覧ください。

Ｑポストコロナを見据えたケアの展望は。
Ａ�市民・事業者・行政が主体で、協働し
支え合うケア型地域社会を構築する。
Ｑ自宅療養支援室以外の取り組みを問う。
Ａ�再拡大に備えた郵政施設が使用可能か
を探り、中小企業の影響等を注視し、
機動的な行財政運営に取り組みたい。
Ｑ健康まちづくり戦略室の展望を問う。
Ａ�ウエルビーイングの考え方に立ち、健
康・医療・福祉の健康まちづくりを進
め、都市の魅力を高めていきたい。
Ｑ災害時における情報戦略の構築を問う。
Ａ�自治会や自主防災組織と連携し的確に
情報が届く体制づくりと共に電話応答
サービス等の体制整備に一層努力する。
Ｑ�ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた
ソフトウェアの充実を問う。
Ａ�個に応じた学びを実現できるソフトウェ
アの情報を収集し活用していきたい。
Ｑホームドア設置の今後の見通しを問う。
Ａ谷保駅の後、矢川駅国立駅を進めたい。

コロナ後を見据えた市政運営を
公明党

Ｑ�コロナ対策について、検査体制を抜本
的に拡充することと保健センターの体
制強化をすべきと考えるがどうか。

Ａ�ＰＣＲ検査については令和２年には４
市合同のセンター設置、令和３年には
地域医療機関やドラッグストアで行
い、充実してきている。

Ｑ�ジェンダー平等について、女性管理職
比率を2030年度までに引き上げる具体
的施策を要望するがどうか。

Ａ�管理職登用の問題は、若手の育成、サ
ポート、家事育児に忙しい年代の労働
環境の改善が必要である。

Ｑ�都市計画道路３・３・１５号線が通る地
域について、幅広い話し合いと合意形
成が不十分である。市はこのことにつ
いて、どう考えているのか。

Ａ�３・３・１５号線は、市のレベルを超え
た東京都の幹線的な道路。住民の理
解、協力は必要不可欠と考えている。
今後も幅広く合意形成を図っていく。

市民の意見が反映される市政へ
日本共産党

Ｑ�新年度に行う地球温暖化防止策は何か。
Ａ�市全体でどれくらいの再生エネルギー
を導入可能か調査して、2050年のゼロ
カーボンシティ実現に向けた再エネの
導入目標を設定する。

Ｑ�新年度スマイリースタッフのあり方は
何か変わるのか。

Ａ�食事や排泄、移動教室で必要な介助の
職員を増やす。

Ｑ�土地規制法と個人情報保護について、
市長の考えは。

Ａ�首長には法令遵守義務があるので法律
を尊重する。しかし、過剰な遵守を求
められたら国に意見を言っていくしか
ない。東立川駐屯地が重要施設と想定
されるが、利用者等関連情報の定義は
まだ具体化されていない。

Ｑ�富士見台地域のまちづくり構想は。
Ａ�五小の新校舎建設から市役所建設まで
再編に取り組むことを示した。保健セ
ンターの土地の有償借地期限などもあ
るので、ＵＲと連携しながら重点地域
のまちづくりを進めたい。

Ｑ�国立駅南口広場の整備は市民参加で行
われるのか。

Ａアイデアコンペを行いたい。

地球環境や人権を守る施策を行うべきだ
社民・ネット・緑と風

Ｑ�子ども、子育て施策が多く施政方針に
語られているが、目標を聞きたい。

Ａ�子育て世帯に選ばれるまちを目指して
いきたいと考えている。そのために幼
児教育や産後ケアの事に取り組んでき
た。引き続き推進したい。

Ｑ�ＧＩＧＡスクール構想について、どこ
までのオンライン授業ができるのか。

Ａ�一人一台端末という環境は整った。全
ての子どもたちがオンラインにより自
宅で授業を受けられる環境、Wi－Fi
環境を整えていきたい。

Ｑ�南部地域の基盤整備について、矢川駅
周辺は行うことが明記されているが、
谷保駅周辺の計画はあるのか。

Ａ�南武線の立体交差化事業とともに、駅
前のポテンシャルを生かすまちづくり
を、地権者や市民と考えたい。緊急自
動車が入れない地域を解消する。

Ｑ�行政のデジタル化により行財政運営の
効率化と人的資本の重点化とあるが、
どのようなものになるのか。

Ａ�市長会が26市を挙げてデジタル化の検
討をしている。課題はシステムの種類
が様々で、開発の効率性が悪い。働き
方改革にもつながると考える。

選ばれるまち国立を目指す施策を！
自由民主党

Ｑ�二小改築設計案に調理場を入れる模索
はしたのか。学校給食をＰＦＩ委託に
任せ続けることを大変危惧する。
Ａ検討していない。
Ｑ�「健康まちづくり戦略室」の名称は勇
ましい。市民の幸せ度が増す優しいま
ちづくりを求めるがどうか。
Ａ中身をつくる段階で配慮していく。
Ｑ�南武線立体交差と３・３・１５号線。地
域住民に不安と反対があるが。
Ａ東京都にしっかり申し伝えていく。

未来を見据えた市政への転換が急務！
耕す未来＠くにたち

Ｑ�ロシアのウクライナ侵攻に対し強く抗
議し、ウクライナの人々に連帯を表明
する。侵攻に対する市長の見解は。
Ａ�軍事侵攻は決して許されるものではな
い。強い憤りを覚える。一自治体の長と
して一刻も早い平和的解決を強く望む。
Ｑ�商業振興、困窮者支援、インセンティ
ブを活用した健康づくりに寄与するデ
ジタル地域通貨を検討できないか。
Ａ�地域経済の活性化・健康づくりを関連
付け、総合的に検討する。

ウクライナ侵攻に強く抗議する！
みらいのくにたち

Ｑ�個を尊重し、誰も排除せず、助け合っ
て共に生きることを当たり前にするに
は、小さいときから共に育ち合うフル
インクルーシブ教育が必要では。

Ａ�しょうがいに限らず、様々な違いの中
で全ての子どもが一緒に学び、互いの
個性を多様性として認め合う環境を可
能な限り整えていく教育を目指す。 

Ｑ2022年度の人権月間の取り組みは。
Ａ�年度当初から実行委員会と共に、日常 
から人権と平和を考える場をつくる。

今こそ、フルインクルーシブ教育必要
こぶしの木

Ｑ�地域包括ケアの一貫としての在宅療養
支援体制の確保のあり方について。

Ａ�医療計画を作成し緊急時や在宅時の療
養につき的確に行う体制を構築する。

Ｑ�不登校や貧困の課題を解決するための
子ども協議会の立ち上げとは。

Ａ�子どもを取り巻く環境の複雑化に応え、
子育ち・子育て体制を構築する。

Ｑ第二小学校の校舎建て替えについて。
Ａ�地域の保護者やお住まいの方との信頼
関係の回復と意思の疎通に努める。

ウィズコロナ・ポストコロナを見据えて
樹木の会

Ｑ�子どもたちが自分らしく生きる力をエ
ンパワーメントされるための多様な学
びの場とはどのような場か。

Ａ�学校という場に集約されるものではな
い。認知能力の高さだけではない、画
一的ではない場。

Ｑ人材育成のための具体的取り組みは。
Ａ�メンター制度の導入により、一人一人
を支え、女性のキャリア形成支援にも
なると考えている。

他、地場産農産物の活用拡大を質問。

一人一人を大切にする市政を！
立憲民主党

Ｑ�「選ばれるまち」になるためには何が
必要と考えるか。

Ａ�多面的な価値が求められる時代。政策
の質を高め、魅力ある特徴的なまちづ
くりを進めていくとともに、市外への
広報戦略も重要だと考えている。

Ｑ�富士見台地域の賑わいを創出する、実
践的な取り組みはできないか。

Ａ�若者が地域団体と魅力あふれる活動を
するなどの新しい価値を導入しながら、
にぎわいづくりを育てていきたい。

Ｑ�高齢者などのデジタルデバイドの解消
に市として真剣に取り組めないか。

Ａ�デジタル化の動きの中で、誰も取り残
されないようにする。安心感を持って
生活できるという視点が大事。

選ばれるまちになるための取り組みは
新しい議会

議員研修会報告 （１面より）
「ハラスメントなぜ起きる、

どう対処する」
〜なぜ市議会はハラスメントに

取り組まなければならないのか〜

　1月31日、金子雅臣氏（職場のハラスメン
ト研究所所長）を講師にお招きし、議員研修
会を行い、全議員が参加しました。
　金子講師は国立市政治倫理条例の一文「セ
クシュアル・ハラスメント、パワー・ハラス
メントその他の人権侵害のおそれのある行為
をしないこと」に触れながら、議会において、
ハラスメントの訴えを捉えて解決するために、
通知・調整・調停・調査と具体的な手法を示
されました。
　また、第三者を入れて行うことが効果的で
あり、大学や企業の事例を参考にしながら、
解決手法を考えていくことが必要であるとも
指摘されました。改めて国立市議会において
絶対にハラスメントを許さないという決意を
全議員が共有しました。

編 集 後 記
　定例会を開会した2月は、ロシア
によるウクライナ侵攻が始まり、そ
れまで当たり前だった日常を継続する困難さを目の当たりにしました。定例会で
は、この侵攻に断固抗議する決議の提出を求める動議が提出され可決しました。
国立市議会は今後も平和を求める努力を行ってまいります。


